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日中一時支援事業の実績報告 
 

平成 22 年３月 24 日（水） 

三条市地域自立支援協議会 

 

１．実人数比較（事業所別） 

 

① 障がい者（18 歳以上） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7 月・10 月・1 月

にピークが見ら

れる。 

極端なピークは

見られないが、実

人数の合計は増

加している。 

 資料 ４参考  
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   ・さくらが全体の５割弱を占めている。 
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② 障がい児（18 歳未満） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ・平成 20 年度と平成 21 年度を比較すると、時期ごとの実人数の差が縮小されている。 

   ・平成 20 年度では夏期３ヶ月にわたりピークが続くが、平成 21 年度では８月に利用者 

    が集中している。 

 

夏期（7 月～9 月）

にかけてピーク

が見られる。 

8月にピークが見

られる。 
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   ・依然として、さくらが児全体の８割弱を占めている。 

   ・平成 20 年度と平成 21 年度を比較すると、大きな変化として杉の子工房が０％から１ 

    ％へ増加していることが挙げられる（夏期に受け入れを行っている）。 
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２．延べ利用回数比較 

 

① 障がい者（18 歳以上） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体として増加

傾向であり、春

夏秋冬の各時季

にピークが見ら

れる。 

極端なピークは見

られないが、合計

回数は毎月 250 回

以上である。 
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   ・依然として、さくらが者全体の４割以上を占めている。 

   ・平成 20 年度と平成 21 年度を比較すると、ピュアハウスが 10％増加している。 
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② 障がい児（18 歳未満） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ・依然として 8 月にピークが見られるが、平成 21 年度では全体的に回数が減少した。 

 

 

8 月にピーク

が見られる。 

8 月にピーク

が見られる。 
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   ・依然として、さくらが児全体の９割弱を占めている。 

   ・平成 20 年度と平成 21 年度を比較すると、杉の子工房が 0％から 1％へ増加している。 

     （夏期に受け入れを行っている）。 
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３．延べ利用回数（時間別）比較 

 

① 障がい者（18 歳以上） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体として増加傾向

であり、春夏秋冬の

各時季にピークが見

られる。 

極端なピークは見ら

れないが、合計回数は

毎月 250 回以上であ

る。 
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② 障がい児（18 歳未満） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４時間未満の回数が

多く、8 月にピークが

見られる。 

４時間未満の回数が

多く、8 月にピークが

見られる。 


